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方針 -----------------------------------------------------------------  

市民、NPO※、事業者、行政などが、互いの立場を尊重し、同じ目的のために取り組む協働※

によるまちづくりを推進します。また、住民が主体となって地域課題を解決するための地域

コミュニティ※づくりを支援するとともに、更なる市政への市民参画を促進するための市政

情報の積極的な提供や広く市民の意見を聴く機会の充実を図ります。 

 

現状と課題 -----------------------------------------------------------  

  協働によるまちづくりを推進するために、市民と行政が日頃から信頼関係の構築を図

りつつ、対等・平等の立場で地域課題の解決等に取り組む仕組みづくりを行っていくとと

もに、まちづくりの良きパートナーとして、ボランティア・各種市民団体・ＮＰＯなど公

益活動団体の育成・支援にあたっていく必要があります。 

  地域の問題を地域住民みずからの手で解決し、明るく住みよいまちづくりを推進する

ため、地域におけるコミュニティ活動の基礎となる自治会などを支援し、活動の活性化を

促していく必要があります。 

  市政への市民参画を促進するため、市政情報を積極的に提供し、市民との情報共有に努

めるとともに、幅広い世代の市民などから、広く意見を聴く機会を設けていく必要があり

ます。 

 

方針の成果 -----------------------------------------------------------  

 指標名 
現状値 

（R２） 

目標値 

（Ｒ7） 

成果指標 自治会加入率 70.12％ 72.77％ 

市民実感

度指数 

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和2年度 

2.29P 2.35P 2.32 P ― 

 

 

 

 

  

方針１ 協働の推進 
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方針を構成する事務事業 

   

（１）協働によるまちづくりの推進 

◎まちづくり計画推進事業 ◎協働づくり推進事業 

◎地域のまちづくり支援事業  

（２）地域コミュニティづくりへの支援 

◎市民組織事業 ◎地域集会施設整備助成事業 

◎南北地域振興事業（再掲） ○悠遊館等施設管理事業 

（３）市政情報の提供 

◎広報推進事業  

（４）市民意見を聴く機会の充実 

◎広聴活動事業  
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主要事業 

 

担当部課名 

 市民部 協働推進課 

事業概要 

●各地区２１世紀のまちづくり協議会が地区の将来像の実現に向け実施する、各種事業に対し支援を行い、

地域と協働※によるまちづくり事業の推進に努める。 

現状と課題 

●各地区２１世紀のまちづくり協議会に対し、助言や補助金の交付を行っている。 

●まちづくり事例発表会を実施し、各地区の事業について意見交換の場を設けている。 

●事業内容が固定化している傾向にあることから、各地区まちづくり協議会の理解を得る中で、実施事業

の見直しを行い、より効果的で実効性の高い事業を展開することが今後必要となる。 

今後の事業展開 

●各地区２１世紀のまちづくり協議会に対し、引き続き支援を行い、地区の将来像実現に向けて地域と協

働した住みよいまちづくりを推進する。 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

8,615 8,427 8,451 

 

 

担当部課名 

 市民部 協働推進課・協働支援課 

事業概要 

●「甲府市の協働によるまちづくりに関する基本方針」及び「甲府市協働のまちづくり第 2 期推進行動計

画」に基づき、多様な主体が協働する中で、地域課題の解決を促進し、豊かで活力ある持続可能な地域

社会の実現に向けて各種事業の推進に努める。 

現状と課題 

●中間支援組織である甲府市ボランティアセンターの運営支援及び関連事業等に対し助成等を行っている。 

●協働※によるまちづくりを推進していくため、シンポジウムの開催などにより協働※による市民意識の醸

成に努めている。 

今後の事業展開 

●「甲府市協働のまちづくり第２期推進行動計画」に位置付けた取組を計画的に実施し、市民等との協働

によるまちづくりをさらに推進していく。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

20,235 19,793 19,850 

 

 

協働づくり推進事業 

まちづくり計画推進事業 



基本構想の推進 

186 

担当部課名 

 市民部 協働支援課 

事業概要 

●地域で活躍する方の創出や、市民活動の活性化を図るとともに、地域課題の解決に向け、市民、行政、自

治会をはじめとする各種団体、NPO・ボランティア団体、事業者などの多様な主体が協働して地域課題

を明らかにし、解決に向けて取り組むことができるよう支援する。 

現状と課題 

●少子高齢化の進行をはじめ、生活スタイルや価値観の変化を背景に、地域活動の担い手不足などが懸念

されていることから、市民活動の活性化や地域での課題解決力の向上を図ることが求められている。 

●地域人材を育成し、地域資源として活躍できる体制づくりや、多様な主体が協働し、地域の抱える課題

の明確化及び解決を図るための仕組みづくりが必要である。 

今後の事業展開 

●協働支援センターについて、利用増加につながる効果的な情報発信に努めるとともに、各種団体、NPO、

ボランティア団体、事業者などの多様な主体が交流できる事業を検討・実施し、市民活動の更なる活性

化を促進する。 

●地域リーダーの育成研修を実施するとともに、協働支援センターにおけるコーディネート力の向上を図

る。 

●地域課題の共有・明確化、解決策の検討、及び解決に向けた取組を地域が主体となって行うことができ

るよう支援していく。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

1,867 2,061 2,302 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のまちづくり支援事業 
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担当部課名 

 市民部 協働推進課 

事業概要 

●自主的組織である甲府市自治会連合会の活動を支援し、地域コミュニティ※活動の活性化を図る。また、

市民祭りとしての位置付けのもと、令和元年度より「甲府大好きまつり」に対する支援を行う。 

現状と課題 

●甲府市自治会連合会事務局へ運営費補助金の交付を行っている。 

●市政の情報を市民へ周知するため、広報誌や議会だより等の配付を自治会へ委託している。 

●甲府市自治会連合会が実施する未加入世帯への加入促進活動において、「自治会加入促進行動計画」に基

づき、チラシやポスターを作成するなど、自治会連合会と連携を図る中で、自治会加入率の向上に努め

ている。 

●自治会加入率の促進を図るため、平成３０年３月に山梨県宅地建物取引業協会、全日本不動産協会山梨

県本部及び甲府市自治会連合会と本市において、協定書の締結を行った。 

今後の事業展開 

●自治会連合会等に対し、引き続き支援を行う。 

●自治会加入促進へ向けた取り組みを甲府市自治会連合会と共に推進する。 

●不動産関係団体及び甲府市自治会連合会と協定書に基づき、各団体と連携を図る中で、自治会加入促進

に努める。 

●甲府大好きまつりは、多くの市民が参加していただけるよう、観光課と連携する中で実施していく。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

69,571 67,902 68,098 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民組織事業 
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担当部課名 

 市民部 協働推進課 

事業概要 

●自治会等が所有する地域集会施設の新築費、全面改修費、移転費、既設建設物の取得費若しくは改修費

（バリアフリー化を含む）、耐震診断費、耐震改修費に対して補助金を交付し、住民の集会活動を支援し

て地域コミュニティ※の醸成を図る。 

現状と課題 

●地域集会施設の新築・改修・耐震診断等に対し、補助金の交付を行っている。 

●各自治会を対象に今後３年間の地域集会施設の新築・改修等に係る中期計画策定に向けた調査を行って

いるが、自治会長が短期で交代になることや、新築等に多額の費用がかかることなどから計画の策定が

困難な状況である。 

今後の事業展開 

●平成 30 年度より、地域集会施設の新築、全面改築又は移転に要する本工事、付帯工事費及び備品費並び

に取得費の限度額を増額する中で、地域集会所の整備・促進を図り、地域コミュニティ活動への更なる

支援を行う。 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

6,500 7,077 7,097 

 

 

担当部課名                  担当部課名 

 産業部 林政課 

●豊かな自然を活用し、創作活動及び自然体験の場を提供すること等により、交流人口の増加を図るとと

もに、南北地域の振興に係る新たな担い手の育成を図る。 

現状と課題 

●「甲府市創作の森おびな」の指定管理者として指定した「帯那地域活性化推進協議会」と連携する中で、

円滑な施設の管理運営を実施するとともに、将来、指定管理者が自主自走出来るよう、施設の利用を促

進し施設の利用収入等の拡大を図る必要がある。 

●南北地域については、地域住民の高齢化等に伴う地域力の低下を防ぐ必要がある。 

今後の事業展開 

●「甲府市創作の森おびな」を活用し、指定管理者が開設する施設のホームページ等により、施設の周知

と共に北部地域の魅力を発信する。 

●南北地域の振興のため、「甲府市南北地域おこし協力隊」により、都市部の人材を活用し、地域の活性

化及び情報発信体制の強化を行っていく。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

19,608 19,466 19,522 

南北地域振興事業(再掲) 

地域集会施設整備助成事業 
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担当部課名 

 市長直轄組織 情報発信課 

事業概要 

●広報誌をはじめ、ホームページ、SNS、ラジオ、新聞などのあらゆる媒体を活用した広報活動を通じて、

市民が市政に関心を持つとともに参画意欲が向上するよう、市政情報を的確に解りやすく伝える。 

現状と課題 

●インターネット利用環境が年々拡大し、必要な情報がいつでもどこでもスマートフォン等から入手する

ことができ、市民の情報収集手段はますます多様化してきている。 

●行政情報を正確にわかりやすく伝えるとともに、日々進歩するＩＴ機器を活用したタイムリーで効果的

な情報を発信していく工夫が求められる。 

●情報発信については、多種多様な形態で行い、市民等が情報を享受する機会を一層増やす事が重要であ

るため、多くの媒体を活用した広報に努めている。 

今後の事業展開 

●既存の媒体を活用した広報活動は随時、検討、見直しを行うとともに、進化し続ける新たな情報発信ツー

ルに対しては、その効果を検証し、速やかに情報発信できるよう努める。 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

60,867 82,061 57,627 

 

担当部課名 

 市民部 協働推進課 

事業概要 

●市民参画による市政推進の窓口として、市民からの意見や要望等が的確に市政に反映できるよう、市民

サイドに立った広聴活動の推進に努める。 

現状と課題 

●市政及び市民の日常生活の陳情・要望等に対し、迅速かつ適切な対応を図るとともに、各種相談窓口を

開設し、市民からの相談に応じ、問題の解決に向け助言や指導を行っている。 

●市民から寄せられた陳情・要望等を施策へ反映するよう、各職場への情報提供を行っている。 

●市長対話を実施することにより、各種団体の市政への理解を深めるとともに、市民参加による開かれた

市政の実現を目指していく。 

●平成２７年度より実施している「よっちゃばれ放談会※」については、継続的に実施していく中で、事業

実施の方策等について随時検討をし、必要に応じ改善を行っていく。 

今後の事業展開 

●市民の声を市政の原点とすべく、引き続き、きめ細かな広聴活動事業を実施する。 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

3,477 3,401 3,411 

広聴活動事業 

広報推進事業 
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方針２ 広域的な連携の推進 

 

方針 -----------------------------------------------------------------  

消防やごみ処理などの広域的な行政課題について、圏域住民に対して効率的・効果的に行

政サービスが提供されるよう、広域的な連携を推進します。また、中核市への移行に伴い、

新たな広域連携制度※を活用する中で圏域全体の発展に貢献できるよう努めます。 

 

現状と課題 -----------------------------------------------------------  

  人々の日常生活や企業による経済活動が行政区域を越えて拡大している中、効率的・効

果的に行政サービスを提供していくためには、広域的な連携をより一層推進する必要が

あります。 

  中核市への移行に伴い、周辺自治体と役割分担を行い連携・協力しながら、圏域全体の

更なる活性化を図るため、新たな広域連携制度を活用し、圏域全体の発展を進める必要が

あります。 

 

方針の成果 -----------------------------------------------------------  

 指標名 
現状値 

（R２） 

目標値 

（Ｒ7） 

成果指標 
広域行政として推進して

いる事業数 
5 事業 6 事業 

市民実感

度指数 

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和2年度 

2.96P 2.93P 3.03P ― 

 

方針を構成する事務事業 

   

（１）広域的な連携の推進 

◎連携推進事業  

  

方針２ 広域的な連携の推進 
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主要事業 

 

担当部課名 

 企画財務部 自治体連携課 

事業概要 

●周辺地域及び関係団体等との関係強化に努めるとともに、総合的、一体的発展を目指すことにより、広

域圏行政の推進を図る。また、近隣市町との連携により、地域経済を持続可能なものとし、住民が安心

して快適な暮らしを営んでいけるよう、地域の特性を生かす中で自立し、バランスのとれた地域づくり

を目指す。 

現状と課題 

●本市は、甲府地区広域行政事務組合や東八代広域行政事務組合の構成市として、消防や斎場など、周辺

市町と連携した効率的な共同事務を引き続き行うとともに、中核市へ移行したことから、より圏域全体

の発展を視野に入れ、人口減少・少子高齢化による厳しい自治体環境における周辺市町との連携中枢都

市圏の形成に向けた取組を進める必要がある。 

今後の事業展開 

●甲府地区広域行政事務組合や東八代広域行政事務組合における共同事務を引き続き行うとともに、圏域

全体の発展を視野に入れた、周辺市町との連携中枢都市圏の形成に向けた取組を進めていく。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

72,109 60,710 60,881 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携推進事業 
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方針３ 持続可能な行財政運営 

 

方針 -----------------------------------------------------------------  

高度化・多様化する行政ニーズに的確に対応し、最小の経費で最大の効果を挙げる行財政

運営を行うため、自主財源の安定的な確保や効率的な財源配分に努める中で、適切な行政評

価を活用した施策の展開を図ります。 

また、市民の視点に立って、行政改革の更なる推進を図り、質の高い行政サービスの提供

と簡素で効率的な組織機構の構築に取り組みます。 

 

現状と課題 -----------------------------------------------------------  

  市民ニーズの複雑化・多様化と地方分権による権限移譲などを背景として、地方自治体

には、自主的かつ自立的で、持続可能な行財政運営を実現するための取組が求められてい

ます。 

  持続可能な行財政運営を実現するためには、自主財源の安定的な確保や効率的な財源

配分、公共施設の適正なマネジメントなどにより財政の健全運営を図るとともに、施策評

価を取り入れたＰＤＣＡサイクルの構築により、効率的かつ効果的な施策・事業の展開を

目指していく必要があります。 

  社会の変化に適切に対応しながら、市民の視点に立った行政改革を着実に推進し、将来

にわたって質の高い行政サービスを提供していく必要があります。また、高い意欲と能力

を持つ職員の育成や、簡素で効率的な組織機構の構築に取り組む必要があります。 

 

方針の成果 -----------------------------------------------------------  

 指標名 
現状値 

（R２） 

推計値 

（Ｒ7） 

成果指標 

実質公債費比率※ 6.8（Ｒ1） 10.1％ 

将来負担比率※ 72.4（Ｒ1） 46.5％ 

市民実感

度指数 

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和2年度 

2.27P 2.23P 2.22P ― 
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方針と構成する事務事業 

   

（１）自主的・自立的な自治体運営 
◎こうふ開府 500年記念事業 ○選挙啓発事業 

○総務事務 ○庁舎管理事務 

○新事業形成事業 ○こうふ DO計画推進事業 （情報システム事業） 

○窓口センター事務 ○中道支所事務 

○上九一色出張所事務 ○戸籍住民基本台帳事務 

○個人番号制度管理事業 ○窓口休日開設推進事業 

（２）人材育成 

◎職員研修事業 ○職員福利厚生及び健康管理事業 

（３）自主財源の確保や効率的な配分 

◎公共施設等マネジメント推進事業 ◎ふるさと応援寄附金推進事業 

○財政管理事務 ○計画調整事務 

○市民税賦課事務 ○市民税等収納事務 

○市民税等滞納整理事務 ○固定資産税賦課事務 

（４）行政改革の推進 

◎外部評価の実施事業 ○行政改革事務 

 

 

 

方針３ 持続可能な行財政運営 
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主要事業 

 

担当部課名 

 市長直轄組織 記念事業課 

事業概要 

●２０１９年に、「甲府」が開府５００年という歴史的節目の年を迎えたことから、これを契機に、本市に

関わる歴史・伝統・文化等を再認識し、継承していく。 

●国内外に、効果的かつ戦略的なプロモーションを行い、「甲府」の知名度の向上を図るとともに、甲府の

魅力につながる地域資源を掘り起こし、産業振興と観光振興の促進による交流人口の増加を目指す。 

●甲府への愛着を深め、誇りをもち、そして、将来に向かって夢と希望がもてるまちづくりを推進するこ

とで、移住定住の促進を図る。 

●市民、民間企業及び各種団体と庁内関係部局が連携し、共通の目的や事業方針のもと、開府５００年記

念事業を展開・推進する。また、２０２１年の武田信玄公生誕５００年については、県や他都市等と連

携しながら、記念事業を実施していく。 

現状と課題 

●開府５００年当年を終え、「甲府ラーニング・スピーチ」、「私の地域・歴史探訪」、「こうふドリームキャ

ンパス」の３事業をこうふ開府５００年レガシー事業として着実に継承していく必要がある。 

●新型コロナウイルス感染症の影響により、集客や周遊が制限されている状況であるが、感染症の収束後

を見据え、交流人口の増加及び知名度の向上を図るため、県外を意識したプロモーション活動や事業展

開が必要となる。 

●２０２１年の武田信玄公生誕５００年については、県や県内外の信玄公ゆかりの地等と連携した効果的

で広域的な事業展開が必要となる。 

今後の事業展開 

●「こうふ開府５００年記念事業等庁内推進本部」を中心に、本市が主催する記念事業を推進する。 

●「こうふ開府５００年記念事業実行委員会」を中心に、実行委員会が策定する実行計画を推進する。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

40,474 － － 

 

 

 

 

 

 

 

こうふ開府 500 年記念事業 
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担当部課名 

 行政経営部 研修厚生課 

事業概要 

●職員の自主性とＯＪＴ（職場研修）を基礎とした、効率的かつ効果的な研修を実施し、高い能力と意識、

姿勢を兼ね備えた総合力の高い職員を、組織全体で育成していく。 

現状と課題 

●職員の自主性を尊重し、自己啓発への支援を行うとともに、継続的にＯＪＴの推進を図る必要がある。 

●研修で修得した知識等が実務に活用されているか、研修効果を検証する必要がある。 

●ワーク・ライフ・バランスの推進に向け、職員の意識改革を図る必要がある。 

今後の事業展開 

●対話重視のＯＪＴの浸透を図り、明るく風通しのよい「学ぶ職場風土」を醸成する。 

●職員のニーズに対応した「提案参加型研修」で修得した知識等が、実務に活用するきっかけとなったか、

研修効果を検証する。 

●働き方改革研修により職員の意識改革を図り、業務の効率化やマネジメント能力の強化に取り組む。 

●早稲田大学マニフェスト研究所人材マネジメント部会への職員派遣による研究成果を、職員全体に波及

させるため、伝達研修などを実施する。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

14,979 16,460 14,399 

 

担当部課名 

 行政経営部 財産活用課 

事業概要 

●公共施設等（公共施設及びインフラ資産）の全体の状況を把握し、長期的な視点をもって、更新・統廃

合・長寿命化※などを計画的に行うことにより、財政負担の軽減・平準化を図る取り組み(公共施設等マ

ネジメント)を推進し、次世代に継承できる公共施設等の適正化に努める。 

現状と課題 

●施設情報の一元化と施設カルテによる情報の共有を図りながら、事業推進に向けて、市民理解を深めて

いく必要がある。また、全庁的な取組体制を強化し、全体最適化の視点から、土地の利活用等を含めた

総合的かつ戦略的な取組みを加速していく必要がある。 

今後の事業展開 

●令和元年 7 月に策定した「甲府市公共施設再配置計画」に基づき、次の世代に負担をかけず、安心して

快適に利用できる施設へ再配置するため、施設総量の適正化、施設の長寿命化及び効率的な施設運営を

推進する。 

また、市民意向等を踏まえながら、個別施設の具体的な方針(アクションプラン)を策定する。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

2,260 2,211 2,217 

 

公共施設等マネジメント推進事業 

職員研修事業 
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担当部課名 

 産業部 ふるさと納税課 

事業概要 

●ふるさと納税制度により、多くの皆様からご寄附をいただき、本市の地場産品等を返礼品として贈呈す

ることで、自主財源の確保と本市の魅力や地場産品等のＰＲを図る。 

現状と課題 

●ふるさと納税は、返礼品の受け取りや税額の控除など多くの利点があることから、近年、その受入額が

急増しており、自治体の自主財源の確保や地域の活性化などに有益であるため、今後も引き続き、魅力

的な地場産品の掘り起こし、体験型返礼品の拡充や魅力的な政策、事業に対する寄附を呼びかけていく

ことが必要である。 

今後の事業展開 

●返礼品事業者を対象とした研修会の開催により、寄附者ニーズに即した返礼品を追加するとともに、ふ

るさと納税使い道報告書の送付や観光施設優待券等の発送をすることで、リピーターの獲得を目指す。 

●寄附者に対して、単に返礼品を送る行為だけで完結しないよう、寄附者が本市に足を運び、楽しんでい

ただく、体験型返礼品の拡充を目指す。 

●モノの返礼品を通じた地域ＰＲはもとより、魅力的な政策や事業を積極的に発信し、それに対する寄附

という形での支援を呼びかける方向性を目指す。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

766,713 749,954 752,125 

 

担当部課名 

 行政経営部 行政経営課 

事業概要 

●施策及び事務事業に対し、第三者の視点からの評価及び意見を聴取する。外部評価結果は、行政評価と

して「第六次甲府市総合計画」の進行管理や予算編成などに活用し、限られた財源や人的投資の中で「第

六次甲府市総合計画」に位置付けられた施策及び事務事業を効率的かつ効果的に推進することにより、

質の高い行政サービスを提供する。 

現状と課題 

●実施にあたり、施策及び事務事業について十分に理解することが求められることから、外部評価委員か

ら適切に評価及び意見が聴取できるよう、事業数を考慮する中で評価対象を選定するとともに、関係部

局との綿密な連携を図り、十分な情報提供に努める必要がある。 

今後の事業展開 

●令和 3 年度は、財源の適正配分と事業の有効性の向上を念頭に評価対象とする事務事業を選定し、外部

評価を実施する。 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

199 195 195 

外部評価の実施事業 

ふるさと応援寄附金推進事業 



基本構想の推進 

197 

 

方針４ シティプロモーションの推進 

 

方針 -----------------------------------------------------------------  

選ばれる都市となり、持続的に発展していけるよう、本市の強みや魅力的な地域資源を活

かした都市ブランドの確立を目指すとともに、多様なメディアや人的ネットワークを最大

限活用した戦略的なシティプロモーション※を推進します。 

 

現状と課題 -----------------------------------------------------------  

  都市間競争が激化する中で、選ばれる都市となり、持続的に発展していくためにも、こ

れまでより一歩踏み込んだシティプロモーションが求められています。 

  甲府市の強みや魅力的な地域資源を活かした都市ブランドの確立とブランド力※の向

上を図るとともに、多様なメディアや人的ネットワークなども最大限活用した戦略的シ

ティプロモーション活動を積極的に展開していく必要があります。 

 

方針の成果 -----------------------------------------------------------  

 指標名 
現状値 

（R２） 

目標値 

（Ｒ7） 

成果指標 

地域ブランド調査 

「認知度」ランキング 

「魅力度」ランキング 

 

39 位 

95 位 

 

30 位以内 

80位以内 

市民実感

度指数 

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和2年度 

2.28P 2.30P 2.34P ― 

 

方針と構成する事務事業 

   

（１）都市ブランドの確立と情報発信 

◎シティプロモーション事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

方針４ シティプロモーションの推進 
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主要事業 

 

担当部課名 

 市長直轄組織 情報発信課 

事業概要 

●選ばれる都市となり、持続的に発展していけるよう、本市の強みや魅力的な地域資源を活かした都市ブ

ランドの確立を図る。 

●多様なメディアや人的ネットワークを最大限活用した戦略的なシティプロモーション※を推進する。 

●本市が持つ「自然、歴史、文化、それとともに培われてきた風土、県都としての都市機能、都市基盤」な

どの特徴や魅力を見つめ直し、個性的で魅力あるまちづくりを推進するとともに、それを地域内外に発

信することで様々な資源の集積と新たな魅力を創りだすために、シティプロモーションを推進する。 

●中部横断自動車道やリニア中央新幹線の開通を見据え、首都圏及び近畿・中京圏をターゲットとしたシ

ティプロモーションを推進する。 

現状と課題 

●全国的に広がる人口減少問題を背景とした都市間競争が激化する中、移住・定住を見据えた効果的なシ

ティプロモーション活動が求められる。 

●地域の魅力や価値を高めるとともに効果的なシティプロモーションを推進し、住民や企業、各種団体に

「選ばれる都市」になることが必要となっている。 

今後の事業展開 

●シティプロモーションの展開にあたっては、対象者を明確にして効果的・効率的な情報発信を行う「訴

求戦略」と、本市の魅力や地域資源を発信し「甲府」という都市ブランドを確立していくための「ブラン

ド戦略」を展開する。 

●甲府大使等を活用し、本市の魅力を発信することにより、イメージアップを図る。 

●「山梨県人会連合会」や「首都圏甲府会」をはじめ、県外で活躍する本市に関わる様々な人的ネットワー

クを活用した効果的なシティプロモーションを行う。 

●効果的なプロモーションを展開するため、新たなプロモーションツールの検討を行う。 

 

事業費 

(千円) 

当初予算額 計画額 

令和 3年度 令和4年度 令和5年度 

11,287 11,884 11,919 

 

 

 

 

 

シティプロモーション事業 


